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新年のご挨拶

時の話題
静岡県紙業協会家庭紙部会との懇談会
清風会研修会及び忘年会を開催
直納部忘年会を開催
青年部主催・東資協青年部とのボウリング
大会及び懇親会
青年部・臨時総会及び忘年会を開催

賛助会員について　　　　　　　
支部便り
支部忘年会開催
　文京支部

理事長　坂田　智
副理事長　近藤昌和

東京返本加工協同組合理事長　藤川達郎

広 報 部
広 報 部
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青年部幹事長　宮内啓悟

文京支部長　梨本竜範
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　城南支部
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　山手支部　
組合員の広場
　「平成を振り返って」

支部スケジュール
お 知 ら せ
　「２月会議・催事予定」「古紙価格」「住所変更」［支部移籍］
会議概要〔�� 月・�2 月〕
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広　　告

台東支部　近藤達也
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No.3�620�9 年 � 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

理事長　坂田　智

　組合員の皆様、明けましてお目出とうございま

す。

昨年は中国、中国、中国と翻弄された � 年だっ

たと思います。今年はイノシシで猪突猛進と言い

ますが、猛進だけでなく立ち止まってリスクを

取って行かなければいけないと思います。

　私達の古紙業界は製造をしていないので、欲し

い時は足りなく、要らない時は余ってしまうジレ

ンマと闘ってきました。ただ、この１０年間は売

れない事のない業界でしたので、今の営業マンの

方々は辛い思いをした経験が少ないのではないで

しょうか。

私はと言うと業界に入って４２年、売れた時期が

２５パーセント、売れなかった時期が７５パーセ

ントだったと記憶しています。

しかし、売れない時は試行錯誤しながら一つ一つ

課題を乗り越えて来ました。そして乗り越えた時

の充実感は何物にも代えがたかったように覚えて

います。これから古紙はまだまだ売れる時期が続

くのか、それとも売れなくなるのか。本当に難し

いだろうと思います。売れなくなった時こそ皆様

の会社の実力を発揮する時だと思います。

国内の古紙は輸出しない限り余ってしまう事は言

うまでもありません。国内メーカー様、また輸出

商社様と共に緊密に連携をして行かなければなり

ません。

業界の先輩が築いて来られた日本の古紙業界は、

ジャパンブランド、古紙商品化適格事業所など、

世界に先駆けて品質強化に取り組み、経験を重ね

て来ましたので、必ずやそれらの施策が生きてく

ると確信しています。

組合員の皆様におかれまし

ては、今年も良い年になり

ます様に祈念しております。

そして最後になりますが健

康に留意され、皆様の会社

の発展及び古紙業界の発展

に尽力して頂けたら幸いで

す。
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No.3�620�9 年 � 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

副理事長　近藤昌和

　新年あけまして、おめでとうございます。

組合員の皆様方には、お健やかに新しい年をお迎

えの事とお慶び申し上げます。

　昨年は、「ナショナルソード」中国への輸出規

制があり、厳しい年の幕開けでしたが、貿易戦争

により、米国産古紙に報復関税を課したため、日

本産古紙の需要が高まり、輸出が回復して、古紙

価格も値戻りしました。

しかしながら、２０２０年には中国が古紙の輸入

を禁止するという話もあり、まだまだ不安な状況

は続いていくと思われます。その上に産業古紙の

発生は相変わらず減少の傾向が続いており、私が

感じる所では、昨年は繁忙期の３月も例年程の勢

いは無く、そしてそのまま忙しくならずに年が終

わってしまったように思います。

　上物古紙は発生が少ない分、何とか価格が安定

してくれているので、それだけは救いかと思いま

す。

今年も、価格の安定を切に願う次第でございます。

最後になりますが、今年も組合の発展の為に微力

ながら頑張る所存でございますので、皆様方のご

指導ご鞭撻を宜しくお願い致します。

本年も皆様にとって良い年となりますように、ご

祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせて頂き

ます。
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No.3�620�9 年 � 月

新年のご挨拶

東京返本加工協同組合

理事長　藤川達郎
 　

　新年あけましておめでとうございます。

２０１９年の新春を迎え、東京都製紙原料協同組

合並びに東京返本加工協同組合の皆様に謹んで新

年のご挨拶を申し上げます。

　昨年は年初に日経平均株価が２６年ぶりの高値

をつけて始まり、一定の水準で推移しましたが、

景気回復を実感するには至っていないように思わ

れます。また、６月に「大阪北部地震」、７月に「西

日本豪雨」、９月には「北海道胆振東部地震」が

発生し、災害多発の年となりました。今年こそ災

害の無い穏やかな年にしたいものです。

　東京返本加工協同組合は平成３０年７月１日か

ら第５４期に入っておりますが、古紙販売事業に

おける状況は出版業界の市況を反映して取扱量の

減少傾向が進み、収益面でも大変厳しい環境下に

あります。そのため、業務処理方法の見直しや、

経費削減策を推進し、収益改善に全力を挙げて取

り組んでおります。また、柱事業である共同販売

では、高品質維持に細心の注意を払い商品価値を

さらに高めていけるようにしてまいります。　　

１０月には消費税率が１０%にアップされる予定

ですが、出版業界への影響についても注視してい

きたいと思います。

当組合は今年、激変する環境にも対応出来るよう

役職員一同、努力を惜しまず知恵を絞り邁進して

いく所存です。組合員並びに出版販売会社様そし

てお取引の各社様との連携もより一層強固なもの

として参ります。何卒、本年も皆さまのご指導ご

鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。
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No.3�620�9 年 � 月

時  の  話  題

静岡県紙業協会家庭紙部会
との懇談会

［平成３０年１１月１２日（月）午後２時００分～］

於）富士工業技術支援センター

出席者：　静岡県紙業協会家庭紙部会 �0 名

　　　　　（内、家庭紙メーカー 7 名）

　　　　　静岡県製紙原料商業組合　　9 名

　　　　　東京都製紙原料協同組合　　8 名

三団体代表挨拶
マスコー（株）増田会長　

［静岡県紙業協会家庭紙部会］

今年の改選でイデシギョー（株）の井出会長の後

任として家庭紙部会の会長になりました。本日は、

よろしくお願い致します。

坂田理事長　［東京都製紙原料協同組合］

赤染前理事長が一身上の都合で辞任され、１０月

３日の当組合理事会において理事長に就任いたし

ました。来年の５月の改選期まで理事長職を務め

させて頂きます。本日は静岡のメーカーさんと忌

憚のない意見交換をしたいと思いますのでよろし

くお願い致します。

佐野常務理事　［静岡県製紙原料商業組合］

菊池理事長が本日欠席の為、理事長の代わりに出

席させて頂きます。今回は人数の少ない会合に

なってしまいましたが、皆様とより良い会議にし

ていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。

市況全般と裾物古紙について　

上田直納部長　［東京都製紙原料協同組合］

裾物古紙市況は、上期は古紙が余剰していました

が下期に輸出の影響もありタイトな状況になって

います。

新聞はデータ上、そのままの状況で推移すると、

上期には不足する数字となっていました。実際、

新聞は下期に輸出が多く出たので、現在も不足し

ており今後も続くと予想されます。

段ボールは生産が好調の上、輸出も多く出ている

ので価格は高止まりの状況です。

雑誌の流通は悪い。紙の払い出しのデータが落ち

ている上、発生減が一番大きな原因となっていま

す。雑誌を中芯等に配合を増やしているので需要

は増えています。
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OS-002カラー

■マークの色%と使用角度、及び単色墨の場合を規定しています。

5mm□

●カラー割付 -15°
Y85● ●M90Y85

C80M40● ●不透明度0

●カラー割付 -15°
BK30● ●BK100

BK90● ●BK20
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No.3�620�9 年 � 月

裾物輸出価格は想定以上に上がっているのが心配

です。

家庭紙原料について　

冨澤直納部副部長　［東京都製紙原料協同組合］

産業古紙の発生元は製本・印刷関係が主ですが、

その元になる出版・商印関係の業績が良くありま

せん。その為、家庭紙原料の発生は相変わらず減

少傾向にあります。１０月はカレンダーや手帳等

の季節物の印刷が始まり多くなるが、今年は昨年

対比で約６８％でありました。出版の状況は大手

２社の内の１社のデータですが、返品数が昨年対

比約７９％で悪化しております。商印では新聞折

り込み業者の話ですが１０月は通常、輪転機の奪

い合いになる事が多いが、今年は空いている状況

が多かったとの事でした。

上物は全体的にパルプ代替古紙としての利用や、

新聞用紙向けの代替古紙としても引き合いが強く

なり、需給はタイトな状況が続いています。

オフィス古紙について
高橋直納部員　［東京都製紙原料協同組合］

オフィス古紙の発生は、１０月は、台風の影響や

休日が多かった事もあり低調な状況にあります。

静岡商組からの現状　

［静岡県製紙原料商業組合］

・産業古紙は東京と同じくらいに発生減となって

おります。白物の印刷関係は連休前後には機械

を止める状況が見受けられました。

・製本関係から出てくる古紙が大きく目減りして

おりタイトな状況です。

中国向け輸出について　

須永委員　［静岡県製紙原料商業組合］

業界誌の記事を元に、今年の輸出価格や輸出古紙

の動向等についての説明があった。

家庭紙メーカーの現状　

［静岡県紙業協会家庭紙部会］

・ 日本家庭紙工業会から出ているデータに基づ

き、主にトイレットペーパーについてお話し

ます。

　１月～９月では出荷量が昨年対比で大手メー

カーだけですと９９. ６％、中小メーカーだけ

ですと９８. ６％と大手メーカーが上回ってお

ります。傾向的には大手メーカーの出荷量が

増えて、中小メーカーの出荷量がなかなか伸

びないという結果でした。
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　９月だけで見ると、中小メーカーが９８. ６％、

大手メーカーが９０. ５％という結果となって

います。今年に入りトイレットペーパーの販

売量の伸び率が低下しています。

　ティッシュペーパーに関しては価格修正が年末年

始か春先にあるのではないかと期待しております。

・ 各メーカーのコメントでは、古紙の入荷は落ち

てきている。生産は古紙在庫を使いながら、今

のところ落ち着いている。古紙在庫は減少して

きているメーカーが多く、これから確保したい

又は安定供給を願うというメーカーが多かった。

清風会研修会及び忘年会を開催

広  報  部

上野・東天紅にて１２月度理事会の後、「清風会」

の研修会が開催されました。

今回は、講師として西川会計事務所関連の「らい

ふ社労士事務所」福島様と宮原様を招いて「働き

方改革・その他について」の研修となりました。

参加者２２名で１時間の講義を真剣に受講してお

りました。

研修会終了後は、恒例の清風会忘年会となり理事

の１年の労をねぎらいました。

研修内容は次の通りです。

◎働き方改革とは
１. 有給休暇義務化
　今までは有給休暇を取得する際、社員側から取

得日を申し出ることが原則となっていました。　

２０１９年４月からは、有給休暇の取得促進を目

的に、１年間に１０日以上の有給休暇が付与され

る社員に対して、そのうちの５日について毎年、

会社側が時期を指定して取得させることが義務化

されます。付与するタイミングや付与日数は社員

の入社日や勤続年数によって異なることから、あ

らかじめ夏季休暇や年末年始休暇に合わせて休暇

を取得してもらうことも � つの対策となります。

様々な意見が飛び交うと思いますが、社員の意見

を聞きながら会社の方針を決めていただくことを

お勧めします。

２. 長時間労働の抑制
　残業をさせるために必要な３６協定について。

今までは一時的や突発的な対応として特別条項を

結べば時間外労働が青天井となっていたが、ここ

に上限時間を設けました。具体的には・・・

①年７２０時間以内

②複数月（２～６ヵ月）平均で８０時間以内

③１ヵ月１００時間以内となります。
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さらに、改正により「時間外限度基準」を法律に

格上げ、違反した場合に罰則が科されるだけでな

く、中小企業は２０２０年４月からの適用となり、

１年以上猶予があることからより厳しく行政が取

り組むことが見込まれます。

３. 同一労働同一賃金
正社員と非正規社員（パートタイマー・契約社員・

定年後嘱託社員など）という雇用形態にかかわら

ず、均等な待遇で差別的な取り扱いを禁止するこ

とを目指すものです。最高裁でも２件の判断を示

しており、基本給や賞与、各種手当、休日等それ

ぞれについて不合理な待遇差かどうかを判断すべ

きということを明確にしました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

社会保険労務士法人　らいふ社労士事務所
東京都北区赤羽南 2-4-�5

TEL　03-3902-�277

事務所概要：労働保険・社会保険の手続きのみな

らず、就業規則作成・人事評価制度構築支援・年

金相談・各種助成金申請等を行なっています。

直納部忘年会を開催

広  報  部

　直納部忘年会が１２月１９日（水）根岸「宮川」

で行われました。年末の忙しい中でしたが、直納

部員とご来賓で総勢２４名が参加しました。

　ゲストとして日頃、共販輸出でご協力頂いてい

る商社の（株）松本光春商店、国際紙パルプ商事

（株）日本紙パルプ商事（株）、日商岩井紙パルプ

（株）の４社にもご参加いただき、宴会前に中国

への輸出状況やライセンス問題等についてお話を

してもらいました。

　会議終了後の宴会で坂田理事長の挨拶がありま

した。そして、近藤（昌）副理事長の乾杯のご発

声があり、和やかに宴が始まりました。

毎年直納部の忘年会は、お酒の量がすすむようで、

話も尽きない中、主催者である上田直納部長の中

締めで会は終了となりました。
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青年部主催・東資協青年部との
ボウリング大会及び懇親会

　
城南支部　望月　孝

　平成３０年１１月２０日池袋のラウンドワンで

恒例の東京都製紙原料協同組合青年部主催で午後

６時から４レーンを貸し切って盛大に開催しまし

た。

いつもは近くのロサボウルで行うのですが、老朽

化でレーンがあまり良くないので今回は場所を変

えての開催となりました。レーンコンディション

は最高でとてもきれいでした。

このボウリング大会も２７年から３回目になりま

す。いつも白熱の戦いが繰り広げられます。開始

前に宮内幹事長より挨拶とルール説明を受けまし

た。内容はグロススコアが２位の人が優勝という

ものでした。お店の人に練習投球の合図を受けた

瞬間、皆が力いっぱい投球をはじめバキーン！！

と激しいピンのはじける音が響きました。そして

いよいよ本番。横目でスコアが見えるので、お互

い意識しながらそれぞれ汗を流しながらプレーし

ていました。

気になる結果は後ほど。

ボウリング大会終了後にこれも恒例となっている

東資協青年部との懇親会を行いました。

市況の話や業界のあるある話であっという間に　

２時間の懇親会も終わり、かなりのお酒も入り皆

テンション高めでした。その後の二次会はなんと

ほぼ半数が参加してこれまた盛大でした。大変盛

り上がる恒例行事ですが、ボウリング参加者の集

まりが少なめなのが残念です。是非とも次回は沢

山の方に参加いただき、盛り上がる会にしていき

たいです。

気になるボウリングの結果は、残念ながらスコア

票をお店に出してもらったのですが、トナー残量

が全くなかったらしく解読不能でした。頭上のス

コア票の写真を元に１位：新井紙材、望月２位：

（優勝）工藤商店、工藤嗣人さんブービーメーカー

新井紙材、新井でした。後付けで幹事長よりグロ

ストップはレポートねと言われこれを書いていま

す。
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青年部・臨時総会及び忘年会を開催

青年部幹事長　宮内啓悟

　昨年１２月１８日火曜日に青年部　臨時総会と

忘年会を上野の山海亭にて開催いたしました。

　臨時総会の議案は、現在青年部で加盟している

印刷産業青年連絡協議会（印青連）継続の有無で

す。前々から部会で話題にあがっていたので、今

回忘年会の席で臨時総会を開催する事にしました。

６時の定時時刻になり青年部部員４６名出席者

１６名委任状１４名で青年部規約２０条の半数以

上の出席を確認し、私から議案の説明をして、議

長に工藤部長が選任され青年部印青連担当者３名

から印青連活動内容を説明してもらい、その後質

疑応答の時間を設け出席者に投票してもらいました。

投票の結果、継続６票中断１０票で印青連加盟中

断という結果になりました。

その後臨時総会を閉会し、忘年会を開催しました。

　工藤部長の挨拶があり、乾杯を工藤副部長にご

発声していただきました。

忘年会には、コンパニオン４名が加わり和気あい

あいと時間が過ぎ、前幹事長の田中さんに中締め

の挨拶をしてもらいました。

賛助会員について

１. 丸大食品（株）「丸大の冬ギフト」

昨年末、「２０１８年丸大の冬ギフト」と題し、

お歳暮用の案内書を各組合員宛てにお送りいたし

ました。お陰様で好評な結果となりました。

ご協力有難うございました。

本年も夏（５月頃）冬（１１月頃）とご案内を致

しますので、ご活用の程、宜しくお願い致します。

尚、最終ページに丸大食品（株）の広告が掲載さ

れていますのでご覧ください。

２. 新入会案内
賛助会員制度は、組合員外との交流、連携をより

促進させ、組合組織の充実強化を図る為、導入致

しました。
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新しく賛助会員として極東開発工業株式会社が昨

年１２月１日より入会致しました。

社名：極東開発工業株式会社
［経営理念］

　極東開発工業株式会社は１９６５年の創業以来

「技術と信用を重んじ一致協力して企業の生々発

展に努力し広く社会に奉仕する」という経営理念

のもと、特装車の製造・販売をはじめ、環境、パー

キングなど幅広い事業を通じて社会の基盤づくり

に貢献してきました。

　経営理念や創業の精神を具現化するため、全社

員の指針として「信用・確実・和協」という社是

を掲げています。

６０年以上にわたって選ばれる企業としての「信

用」をステークホルダーの皆様から得ているのは、

社会に貢献する様々な製品を創り続けてきたから

こそ。そして、それら製品の高い品質を支えてい

るのは長年培ってきた「確実」な生産力・技術力

です。さらに、安心・快適に製品を活用していた

だくため、お客様や社会との「和協」の架け橋と

なる営業力・サービス力。これら三本の柱が極東

開発工業の大きな強みとなっています。

［事業内容］

　特殊自動車その他の輸送運搬機械の製造、架装

および販売、修理等の「特装車事業」、環境整備

機器および施設の製造、販売、修理、施設の運転、

管理等の「環境事業」、立体駐車装置および設備

の製造、据付、販売および修理、駐車場の経営（コ

インパーキング）等の「パーキング事業（不動産

賃貸等）」がございます。

【取扱製品（車両）の紹介】

ダンプトラック、コンクリートポンプ車といった

建設関連車両。タンクローリーや用途に応じた荷

役省力装置のパワーゲートを装備した物流・省

力関連車両。

そして、東京都製紙原料協同組合様をはじめとす

る資源回収業者様、じん芥収集業者様へご提供さ

せていただくパッカー車（プレスパック、パック

マン）、建設廃材業者様や産業廃棄物収集業者様

へご提供させていただく脱着ボデー車（フック

ロール）の環境関連車両がございます。

　特に、プレスパック、パックマン（パッカー車）

については昨年より新型機種を市場投入致しまし

た。各能力ＵＰはもちろんのこと、メンテナンス、

デザインにも力を入れた高い作業性、高い安全性、

高い環境性を備えた製品となっております。

　また、プレスパック、パックマンについては特

化した専門知識を持った営業マンを東京地区に配
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置し、直営のサービス工場とサービス人員を備え

た、営業・サービス一体となった販売体制を構築

しております。

御用命の際には、下記までご連絡いただきたく存

じます。今後もよろしくお願い申し上げます。

＜販売窓口＞

極東開発工業株式会社　首都圏支店　特販課

〒１４０－０００２

東京都品川区東品川３－１５－１０

ＴＥＬ　０３－５７８１－９８２６

ＦＡＸ　０３－５７８１－３４３４

＜直営サービス工場＞

極東開発工業株式会社　東京サービスセンター

〒１３５－００５１

東京都江東区枝川２－２８－１６

支　部　便　り

文京支部　忘年会開催

文京支部長　梨本竜範

　文京支部忘年会を１２月１８日 ( 火 ) に「岡埜

荘」で行いました。

場所は文京区小石川で和菓子屋「岡野栄泉」の

暖簾分けで日本料理を提供するお店です。

支部員８名、合計１４名で１８時３０分から行い、

毎年恒例のビンゴ大会を行い、２時間たち写真撮

影し、散会になりました。

　最後に当日、来賓で来られた坂田理事長、夏目

専務理事、鈴木山手支部長、大同生命、あいおい

損保の皆さま、お忙しい中、文京支部忘年に参加

していただき、ありがとうございました。
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台東支部　忘年会開催

台東支部　近藤達也

　平成３０年１１月２９日（木）上野の中華料亭

「翠鳳」にて平成３０年度台東支部忘年会を開催

しました。

　本部から坂田理事長、斎藤総務部長、上田直納

部長、他支部から鈴木山手支部長、高橋足立支部

長にお越し頂き、支部員９名が参加いたしました。

近藤支部長、坂田理事長の挨拶に続き、上田直納

部長から市況報告がありました。北信紙業の高山

さんの乾杯で宴会が始まりました。

　会場は高級感があり落ち着いた雰囲気の個室

で、四季折々の旬の食材を使用したコースを頂き

ながら美味しいお酒となりました。

楽しい時間はあっという間に過ぎ、近藤國宏さん

の一本締めで閉会となりました。

城南支部　忘年会開催

城南支部　井出一之

　１２月８日（土）　北大路 銀座本店において、

支部員１１社１４名参加のもと城南支部の忘年会

が開催されました。

　幹事のＪＰ資源（株）矢澤専務の進行で、坂田

支部長の挨拶に続き、佐々木さんの乾杯の発声で

開会されました。

　坂田支部長は「今年は他の支部から移籍された

方もいらっしゃり、２２社を数える大きな支部と

なりました。さらに来年もう � 社増えることが、

先日の理事会で承認されました。支部として支部

会や様々な企画を通じて、相互の連携と親睦が図

れる機会を充実していきますので、積極的なご参

加とご協力をお願いします。」と挨拶されました。
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　可愛らしい女性のお酌で杯を重ねるにしたが

い、日頃の疲れも癒され、和やかなうちに時は過

ぎ、来年も元気でよい年になることを祈念し、安

立さんの中締めでお開きとなりました。

最後に、今回の幹事を務めていただきました、　

ＪＰ資源（株）様と新井紙材（株）様に、この場

をお借りして改めて御礼申し上げます。

江墨支部　忘年会開催　

江墨支部長　山口勝弘

　江墨支部忘年会は、１２月２２日の土曜日午後

６時半より、亀戸の寿司割烹「すし屋の弥助」に

て、今年春まで定例会で利用させて頂いていた「う

さ美」の大将と女将さんをゲストに迎え、青年部

員も含め１２名とコンパニオン４名の参加で行わ

れました。

　木内幹事長からの開会の挨拶に続き、支部長

( 私 ) より今年一年、私事での理事会欠席のお詫

びと今年の市況の流れ、来年の展望等を簡単に説

明し、今回、残念ながら新入会のビルサービス㈱

の鈴木氏が都合により欠席でしたので、新年会で

は是非、江墨の色に染まっていただきたいと思い

ました。

続いて、㈱アサヒ・クリーンの金山理事の理事会

報告の補足と乾杯の音頭で宴会が始まりました。

　前支部長の松井理事が、次期は理事を退任した

いとのことで、代わりに誰が立つか？若手を中心

に議論し、理解のある若手のおかげですんなりと

決まりました。その後は美味い料理とお酒に舌鼓

を打ちつつ、宴の時間が進んでいきました。最後

に松井理事の締めの挨拶と３本締めでお開きとな

りました。

　平成最後の支部忘年会もとても楽しく過ごすこ

とができました。支部員の皆さん、新しい年も宜

しくお願いいたします。
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足立支部　忘年会開催　

足立支部長　高橋宏明

　１１月２１日（水）少し早めの忘年会を銀座

アスター千住賓館に於いて開催しました。

当日は、本部より副理事長 近藤昌和様、総務部

長斎藤浩二様、山手支部長 鈴木邦浩様に参加し

て頂きました。普段は支部員だけですが、本部の

方々に加わってもらい美味しい食事とお酒を飲み

ながら楽しい時間を過ごすことができました。

お忙しい中ありがとうございました。

山手支部　忘年会開催　

山手支部　徳永裕司

１２月１５日に鮨やなぎにて山手支部忘年会を開

催しました。

当日は齋藤浩二総務部長、夏目専務理事、近藤勝

氏（美濃紙業 ( 株 )）、梨本竜範（文京支部長）及

び大柴和男氏をお招きし山手支部員１１名と執り

行いました。

山手支部長　鈴木邦浩氏の挨拶に続き近藤勝氏の

挨拶を承り、齋藤浩二総務部長に乾杯の音頭を

とっていただき開宴致しました。

宴会には美味しい料理とお酒とともに奇麗な方々

も加わっていただき、盛大でかつとても楽しいひ

と時でした。

最後に山手支部理事の長井義人氏の中締めにて閉

宴いたしました。

　平成最後の新年会となりました。来年は新年号

となり、また新しい気持ちで邁進していきたいと

思います。

組 合 員 の 広 場

「平成を振り返って」

足立支部　瀧本　悟

　平成の時代を一言でいうと、「経済成長の停滞」

ということかと思います。

昭和の時代の「右肩上がりの経済成長」とは異な

り、平成の時代はバブル崩壊・リーマンショック

など経済に関しては暗い話題が多かったです。

私が実際に経験したことは、バブル崩壊後の就職

氷河期です。全国的に有効求人倍率は１を下回る

厳しい状況で就職活動は数十社の面接を受けてよ

うやく就職できるという具合でした。　

平成の時代に世の中で起こった事としては、平成

７年に前代未聞の地下鉄サリン事件が起き、自分

が日々使っていた日比谷線がテロの対象になった

ことで当時はものすごいショックと恐怖を感じた

ことを覚えています。
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平成１１年になると、携帯電話でＥメール・イン

ターネットなどができるようになりコミュニケー

ションが飛躍的に効率化されました。そして平成

２０年になるとリーマンショックが起こり世界規

模の金融危機が起こりました。当時私は、現在働

いている企業に入社したばかりであり、世の中が

どうなってしまうのかとても不安になったのを昨

日のように覚えています。

平成２７年にはマイナンバー制の導入がありまし

た。これにより社会保障と税の一元管理ができる

ようになったのは画期的なことです。私個人とし

ては、職務上全従業員のマイナンバーを回収・把

握する作業はとても大変だったことを覚えていま

す。

　これから始まる新しい時代は、平成の時代の「経

済成長の停滞」から脱却し明るい未来になればよ

いと思っています。

「古紙用語」

◆ 船積み前検査
中国に古紙を輸出する際、CCIC（日中商品検査）

による検査が義務付けられている。

２００３年から始まった制度で、コンテナ積み時

に立ち会いまたは書類提出によって違反貨物がな

いかチェックされる。近年は環境汚染対策の一環

で、中国の税関でも品質検査が強化されており、

ダブルチェックを受けることになる。インドネシ

アも同様の仕組みを採用している。

♪ことわざミニ知識♪

推敲（すいこう）
中国の故事に、「僧推月下門」の句を作った人が、

「推す（おす）」を「敲（たたく）」に改めた方が

よいかどうか苦慮して先生に問い、「敲」に決め

た事から、詩や文章を作るにあたり、最適な字句

や表現を求めて、いろいろと練ったり、練り直す

こと。

支部スケジュール

千代田支部

　支部会　３月１１日（月）菜の家

文京支部　

　支部会　２月１８日（月）大塚すし常

　支部会　３月１１日（月）東明飯店

　支部会　４月１８日（木）大塚すし常

台東支部

　支部会　３月中　（日にちは未定）組合会議室

荒川支部

　支部会　２月１２日（火）四丁目会館

　支部会　３月１２日（火）　　〃

　支部会　４月１０日（水）　　〃

　総　会　４月　６日（土）場所は未定

足立支部　　

　支部会　３月　（日にちと場所は未定）

　総　会　５月　（日にちと場所は未定）

山手支部

　支部会　３月１９日（火）鮨やなぎ　

　総　会　４月　（日にち未定）　鮨やなぎ

　城南支部

　新年会旅行　２月２３日（土）～２４日（日）

　　　　　　　箱根「河鹿荘」

江墨支部

　支部会　未定
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城北支部

　支部会　２月２１日（木）赤羽

　総　会　４月２５日（木）場所未定

お　知　ら　せ

２月会議・催事予定
２月　２日 ( 土） 東資協新年会　

 お茶の水ガーデンパレス　

 懇親会（ｐｍ 5：00 ～）　　

２月　５日（火） 共販輸出検討委員会 (pm4：00 ～ )

　　〃　　 常任理事会 (pm4：30 ～ )　　

　　〃　　 理事会(pm5：30～)　組合会議室

２月１６日 ( 土） 集荷部新年会（ｐｍ 6：30 ～）

　　　　　　　 上野「翠　鳳」

２月２� 日（木） 関東地区委員会（ｐｍ 2：�5 ～）

　　〃　　　　 感謝状贈呈（ｐｍ 3：30 ～）

　 ホテル　グランドパレス　　

２月２７日（水） センター業務委員会（ｐｍ2：�5～）

 センター会議室　

　　〃  　　　 全原連役員会（ｐｍ 3：�5 ～）

　

古紙価格
［東資協の古紙 4 品の標準売値］

平成 30 年 �2 月 �� 日現在

新　聞　　　9 円～ �4 円（下値上昇 )

雑　誌　　　5 円～   9 円 （下値下降 )  

段ボ－ル　  �0 円～ �4 円（下値上昇 )  

［住所変更］

山手支部：（株）カネイ紙業（代表　山田勝将）　

新住所　文京区関口１- ２４- ８　

平成３０年１１月５日より

［支部移籍］

江墨支部： 東京紙業（株）　代表　赤澤　満　

→　城南支部に移籍  　平成３１年１月より

＊お 知 ら せ
・２月１６日（土）  集荷部新年会　
集荷部委員会及び新年会（ｐｍ 6：30 ～）
上野　「翠鳳」

・古紙商品化適格事業所の更新

お送りしてある更新申請書を作成し、必
要書類を添付して平成３１年１月３０日

（水）までに組合事務所に届くようお送
りください。
　

会 議 概 要［ 11 月・12 月］

１１月度定例理事会
　

［平成３０年１１月５日（月）］

於）製紙原料会館・会議室

出席理事２３名・監事０名　

［坂田理事長挨拶］

先月の理事会で理事長に就任しましたが、これか

ら任期中に色々な事が起こる可能性があります。

出来る限りの対応は致しますが、それでも難しい

場合は皆様のご協力をよろしくお願い致します。

［各部報告］

［直納部］

１１月度の共販輸出は、上物では１社から入札が

あり２社からは入札辞退の申し出がありました。

結果、国際紙パルプ商事（株）が国内価格を上回

り落札しました。仕向地は中国で、業者の報告で
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は「中国向け上物価格は雑誌（NO.�0）より高い

水準ではありますが、購入先が限られるため段

ボールや新聞のように高騰しておりません」との

事でした。

裾物は段ボールとミックスが３社共に入札辞退の

申し出があったため、入札不可となりました。

［上物］　上物はこれから発生期を迎えるが、商業

印刷関係が悪く業界の話では輪転機が空いている

状況の会社が多いとの事。

メーカーの古紙調達状況は、パルプ代替え古紙と

して新聞の調達環境が良くない事から上物古紙の

引合いは強い。

家庭紙製品ではトイレットペーパーを中心にパル

プ物が多く出回ってきており、古紙物は良くない

状況。原料の追加オーダーはなかなか出ないが、

定期購入分については順調な荷動きである。

［新聞・雑誌・段ボール］　新聞古紙の発生は発行

部数減と折り込みチラシ枚数減に加え、輸出価格

が高騰した上に持ち去り被害もあり入荷が減少。

需給は当面、強含みの予想。輸出量は増加してい

ます。

雑誌古紙の発生は低調で、国内メーカーの雑誌古

紙配合増と輸出の回復により在庫は余剰感から反

転し強含みとなっています。

段ボール古紙の発生は安定している。需給は国内

メーカーの消費量増加と輸出向けが好調の影響で

強含みとなっております。

しかし、１２月以降の輸出に不透明感があり、国

内への必要量の調達で今後は緩和への要素を予定

しています。

価格は３品ともプレミアム対応となっています。

［オフィス古紙］　オフィス古紙は天候が悪く休日

が多かった影響で発生が悪かった。

［返本］　返本の発生は前年同月対比で９０％前後

でした。出版関係の話題としては今年初めて１１

月１日が「本の日」に制定されました。

［集荷部］

発生は少ない。製本・印刷関係の動きが悪く仕事

も少ない。

［広報部］　

広報誌１１月号は「時の視点」で新理事長の挨拶

と東方物産による「直近の古紙輸出事情」につい

て掲載します。「時の話題」東資協との懇談会内

容と直納部主催海外研修・広州ナインドラゴンレ

ポートを掲載します。「支部便り」では一部の支

部で開催された催しを掲載します。「組合員の広

場」では、今回、組合員の皆さんからの寄稿が少

ないので清水広報部長より「メキシコ・南米旅行」

の紀行文を掲載します。その他の記事として前月

号同様、「古紙用語」を掲載します。

［青年部］

１１月２０日東資協青年部とボーリング大会及び

懇親会を開催する予定。

１２月１８日青年部忘年会を開催予定。

［審議・検討・報告事項］ 

１）清風会講習会について：

講師は西川会計事務所に決定　　

２）新年会について：平成３１年１月１９日（土）

午後６時　上野・精養軒で例年通りの内容。

アトラクションは江墨支部による子供達のダンス

を依頼する。

司会は山手支部の鈴木支部長と閉会の辞は文京支

部の梨本支部長が担当。　　　　

３）組合員新入会希望：江墨支部　ビルサービス

（株）　代表　赤澤泰正　平成３０年１２月より　

原案どおりで承認

４）古紙商品化適格事業所の更新　１２月～来年

１月に実施予定

５）ＴＰＩＣＯ関係報告：

・平成３０年度説明会及び認定講習受講　２社　

台東支部：（有）北信紙業、

城北支部：（株）小黒商店
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・維持更新研修会（１０月１０日と２３日に実施）

受講　３２社　３９名　

６）賛助会員入会希望（理事会前にプレゼン）・・

ＫＹＯＫＵＴＯ　極東開発工業（株）「特装車事

業ほか」

入会について・・・承認

７）１０月理事会参加理事による理事会議事録へ

の押印処理を常任理事会前と理事会前後で行っ

た。

８）住所変更　：

山手支部：（有）徳永商店　代表　徳永裕司　

新住所　　東京都豊島区高田１- ６- １４

電話・ＦＡＸ　０３- ３９８３- ３７６８　

古紙センター関東地区委員会
　

［平成３０年１１月２２日（木）］ ｐｍ 2：00 ～

於）古紙センター会議室

［需要動向］　�8 ／ 8 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］ 仕入 48,388(  93.7% )

 出荷 48,44�(  94.4% )

 在庫 7,�56(  �4.8% )

［雑　誌］ 仕入 43,005(  97.2% )

 出荷 42,863(  98.4% )

 在庫 7,983(  �8.6% )

［段ボール］ 仕入 �49,366(�03.�% )

 出荷 �5�,008(�04.7% )

 在庫 �0,303(    6.8% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］ 入荷 �74,907(  92.9% )

 消費 �73,�55(  90.3% )

 在庫 82,448(  47.6% )

［雑　誌］ 入荷 �23,6��(���.6% )

 消費 �22,298(��6.3% )

 在庫 44,669(  36.5% )

［段ボール］ 入荷 385,465(�06.0% )

 消費 366,960(�00.6% )

 在庫 78,994(  2�.5% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

・32 社報告の �0 月古紙仕入は前月比で 3 品と

もに増加し、前年比で新聞・雑誌は減少し、

段ボールは増加した。在庫は前月比、前年比

ともに新聞・段ボールは減少し、雑誌は増加

した。

・三紙会報告の �0 月古紙仕入は前月比で 3 品と

もに増加し、前年比で段ボール・雑誌は増加し、

新聞は減少した。��月の仕入は前年比で段ボー

ル・新聞は減少し、雑誌は前年並みとなる見

通しである。

［上物古紙］

・�0 月の上物古紙在庫は家庭紙向け色上、DIP

向け模造・色上を除き前年比で増加した。冬

季の家庭紙需要拡大に向け、輸出古紙の動向

や、ドライバーの確保等が不安視される状況

である。

［メーカー側コメント］

 ・�0 月の新聞の発注は横ばいから微増、入荷は

計画通りから微増、消費は一部休転のため減

少したメーカーもあったが概ね計画通り、在

庫は横ばいから微増となった。�� 月の新聞の

発注は横ばい、入荷は計画通りから微減、消

費は計画通りから微増。在庫は横ばいから微

減となる見通しである。

・�0 月の雑誌の発注は横ばいから一部増加、入

荷は計画通り、消費は計画通りから微減、在

庫は微減となった。�� 月の発注は横ばい、入

荷は計画通りから微減、消費は計画通り、在

庫は横ばいから微減となる見通しである。

・�0 月の段ボールの発注は横ばいから増加、入
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荷は順調、消費は絶好調となり、在庫は入荷

が好調なこともあり 9 月末在庫より微増となっ

た。�� 月の段ボールの発注は横ばいから増加、

入荷は計画通り、消費は順調で、在庫は減少

する見通しである。�2 月の発注は例年より休

転を控えて生産するメーカーが多く、増加す

る見通しである。

古紙センター業務委員会
　

［平成３０年１１月３０日（金）］　pm2：�5 ～

於）古紙センター会議室　

［�］　集団回収実施団体への感謝状の贈呈　　

［2］　全国小中学生“紙リサイクル”コンテスト20�8

　　  入賞者審査結果

［3］　日中古紙セミナー結果報告

［4］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させて頂きます。

１２月度定例理事会
　

［平成３０年１２月４日（火）］　

於）製紙原料会館・会議室

出席理事１７名・監事０名　

［近藤（昌）副理事長挨拶］

坂田理事長が会議に遅れる為、代わりに挨拶致し

ます。本日は理事会・清風会研修会・清風会忘年

会と会議や行事が続きますのでご協力をよろしく

お願い致します。

［各部報告］

［直納部］

１２月度の共販輸出は、上物及び裾物（段ボール

とミックス）が３社共に「市況が不透明であり対

応が厳しい事や販売先を確保できない」との理由

から入札辞退の申し出があった為、入札不可とな

りました。

［新聞・雑誌・段ボール］　新聞古紙の発生は発行

部数減と折り込みチラシ枚数減に加え、輸出価格

が高騰した上に持ち去り被害もあり入荷が減少。

需給は当面、強含みの予想。

雑誌古紙の発生は低調で、国内メーカーの雑誌古

紙配合増により引合いは強含みです。

段ボール古紙の発生は安定している。需給は国内

メーカーの消費量増加と輸出向けが好調の影響で

引合いは強含みとなっております。１２月中旬以

降の輸出に不透明感があり、国内還流が予想され

ます。

価格は３品ともプレミアム対応となっています

が、一部で下がっている所も出てきています。

［集荷部］

１２月を迎えても発生は少ない。製本・印刷関係

の仕事も少ない。

［広報部］　

１１月２７日に広報委員会を開催し、広報誌１月

号（新年号）の打合せをしました。１月号は「時

の視点」で理事長と副理事長の挨拶、返本組合の

理事長の挨拶を掲載致します。又、各支部での忘

年会開催の記事を掲載しますので実施した支部は

原稿を写真と共に提出して下さるようお願い致し

ます。

尚、「組合員の広場」での原稿が少ないので、広

報部からの提案として来年４月には平成が終わる

ので「平成を振り返って」というテーマで原稿を

募ろうと思っています。記事は１年くらいの期間

で掲載していきたいと考えています。原稿依頼は

各支部長から組合員に依頼する形にしたいのでご

協力をお願い致します。

［青年部］

１２月１８日青年部臨時総会及び忘年会を開催予

定。印青連の継続に関しては青年部一任。
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［審議・検討・報告事項］ 

（１）新年会について　　①アトラクションは

　江墨支部　子供達のダンス「江戸川禅」に決定

　②カラオケは例年通り

（２）組合脱退について　足立支部：近藤商店　

　代表　近藤政行　自己都合により　平成３１年

　３月３１日付・・・原案通り承認

（３）支部移籍について　江墨支部：東京紙業（株）

　代表　赤澤　満　→　城南支部に移籍希望　

　平成３１年１月より　　　　尚、条件として賦

課金及び支部費は口座引き落しとする事・・・

原案どおり承認

（４）賛助会員入会：確認報告　極東開発工業（株）

　平成３０年１２月より

（５）支部忘年会：

　千代田 �2/�0、　文京 �2/�8、　台東 ��/29、

　足立 ��/2�、　山手 �2/�、　城南 �2/8、

　江東 �2/22、

　荒川　��/22（支部会　�2/�0、新年会　�/5　）

　城北　��/29 青年部の忘年会

古紙センター関東地区委員会
　

［平成３０年１２月２１日（金） ｐｍ 2：00 ～

於）古紙センター会議室

［需要動向］　�8 ／ �� 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］ 仕入 48,227(  84.8% )

 出荷 48,569(  87.2% )

 在庫 6,8�4(  �4.0% )

［雑　誌］ 仕入 40,437(  90.7% )

 出荷 4�,�60(  93.5% )

 在庫 7,260(  �7.6% )

［段ボール］ 仕入 �44,829(�03.2% )

 出荷 �45,355(�03.3% )

 在庫 9,777(    6.7% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］ 入荷 �85,962(  86.7% )

 消費 �59,356(  82.8% )

 在庫 �08,247(  67.9% )

［雑　誌］ 入荷 ��4,69�(�05.7% )

 消費 ��3,455(�06.2% )

 在庫 45,078(  39.7% )

［段ボール］ 入荷 353,824(�02.4% )

 消費 354,356(�0�.2% )

 在庫 78,639(  22.2% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

・32 社報告の �� 月古紙仕入は前月比で 3 品と

もに減少し、前年比で新聞・雑誌は減少し、段

ボールは増加した。在庫は前月比、前年比で 3

品ともに減少した。

・三紙会報告の �� 月古紙仕入は前月比、前年比

で 3 品ともに減少した。�2 月の仕入は前年比

で新聞・雑誌は減少し、段ボールは増加する見

通しである。

［上物古紙］

・�� 月の上物古紙在庫は家庭紙向け色上、DIP

向け模造・色上を除き前年比で増加した。発生

は振るわず、問屋在庫はタイトな状況が継続し

ているが、メーカー在庫に余裕があることで、

タイト感は多少緩和されている

［メーカー側コメント］

 ・�� 月の新聞の発注は横ばいから一部増加、入

荷は計画通りから減少、消費は減少し、在庫は

増加した。�2 月の新聞の発注は横ばいから一

部増加、入荷は計画通りから減少、消費は概ね

横ばいで一部メーカーは休転のため減少。在庫

は増加する見通しである。

・�� 月の雑誌の発注は横ばい、入荷は計画通り

から一部減少、消費は微減、在庫は微減となっ
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た。�2 月の発注は概ね横ばい、入荷は微減、

消費は概ね計画通りで在庫は微増の見通しであ

る。

・�� 月の段ボールの発注は前月比横ばい、入荷

は計画通り、消費は順調、在庫は横ばいとなっ

た。�2 月の段ボールの発注は横ばいから休転

に備え抑制したメーカーでは減少し、入荷は計

画通り、消費は順調で、在庫は増加する見通し

である。� 月の発注は横ばいの見通しである。

広報誌　表紙写真募集の件

広  報  部

皆様には日頃より組合活動にご協力を賜り、厚く

御礼を申し上げます。

さて広報誌の表紙は、従来、特定の組合員様のご

協力で写真を提供して頂いて参りました。

しかしながら諸般の事情により、今後その写真の

利用ができなくなりました。

そこで、組合員の皆様から表紙を飾る写真を公募

したいと思います。下記の要領で、奮って写真を

ご応募ください。お待ちしております。

募集要項
募集写真：白黒またはカラー写真　
焼き付け　または　添付ファイル
題　材　：風景、季節、催事を扱ったもの
提出時期：随時
募集写真提出先　：　　
〒 110-0016　東京都台東区台東 3-16-1
東京都製紙原料協同組合　事務局
ＴＥＬ　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０
Ｅ‐mail　：　info＠kosi‐tokyo.or.jp

編  集  後  記

広報部長　清水弘允
　

　年末には忘年会が続き、年が明けてからは新年

会もあり、組合員の皆様もやっと一段落されてい

るのではないでしょうか。

年賀状もそれなり届きましたが、年賀状は今年限

りにしたいとの挨拶が複数あったのを見るにつ

け、自分の年齢を思い知らされるだけでなく、世

の中が次第にハガキから電子メールやＳＮＳに移

行している事を感じたのは、私だけだったので

しょうか。

　また昨年も色々の事が世の中で起きました。

古紙業界も中国問題で大きな影響を受けた年でし

た。当組合でも途中での理事長交代と言う激震が

走りました。

今年も業態の変化、世代交代と言う変化を乗り越

えなければいけないでしょう。

今年５月には新しい元号になります。この節目の

年に古紙業界が後で振り返って良い年であったと

言えるよう、組合員の皆様と情報交換をしながら、

変化に対応して乗り越えて行きたいものです。
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組合総合名簿の協賛広告について

広  報  部

この度は、組合総合名簿の協賛広告にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

広報誌では作成時より２年間に渡り、ご協力頂き

ました企業・団体に対し１回ずつ無料で広告掲載

をさせて頂きます。掲載の順番や掲載ページは、

こちらの都合で行いますのであらかじめご了承願

います。（広告を掲載した号の広報誌は、該当の

企業・団体にお送りいたします）

今回は、日頃、関係の深い業者や会社を掲載いた

しました。　

尚、有料での掲載も可能ですので、ご希望の際は

組合までお申し出ください。料金等は下記のよう

になります。

＜広告料金について＞

広報誌は、１月号、３月号、６月号、９月号、

１１月号の年５回発行しております。

掲載と同じ２分の１ページの広告を掲載した場合

年 � 回の掲載  :  �4,000 円

年 2 回の掲載  :  26,000 円 (�3,000 円× 2 回 )

年 3 回の掲載  :  36,000 円 (�2,000 円× 3 回 )

年 4 回の掲載  :  44,000 円 (��,000 円× 4 回 )

年 5 回の掲載  :  50,000 円 (�0,000 円× 5 回 )

掲載ページにつきましては広告数によりますが、

最終ページに近い順に掲載する予定です。

お申し込みは、東京都製紙原料協同組合
電話　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０

Ｋ－ 47

Ｋ－ 48

横 浜 支 店 〒 231-0812 神奈川県横浜市中区錦町 26-4 TEL 045-623-4901
京 浜 支 店 〒 210-0821 神奈川県川崎市川崎区殿町 3-19-11 TEL 044-270-1149
大 和 支 店 〒 242-0014 神奈川県大和市上和田 2766 TEL 046-267-0310
厚 木 支 店 〒 243-0805 神奈川県厚木市中依知 81-1 TEL 046-245-6622
川口営業所 〒 333-0845 埼玉県川口市上青木西 2-7-5 TEL 048-257-2221

三 郷 支 店 〒 342-0038 埼玉県吉川市美南四丁目 2 番地 5 TEL 048-984-4051
志 木 支 店 〒 354-0046 埼玉県入間郡三芳町竹間沢東 11-11 TEL 050-3369-1630
江戸川支店 〒 132-0025 東京都江戸川区松江 4-30-13 TEL 03-5662-6631
多 摩 支 店 〒 190-1224 東京都西多摩郡瑞穂町南平 1-3-6 TEL 042-556-5510
習志野支店 〒 275-0024 千葉県習志野市茜浜 3-4-4 TEL 0474-51-2831



24

No.3�620�9 年 � 月

Ｋ－ 49

Ｋ－ 50

５０

Ｋ－ 49

Ｋ－ 50

５０
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Ｋ－ 51

Ｋ－ 52

Ｋ－ 51

Ｋ－ 52
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賛助会員の入会特典

入会されますと次のような特典があります。

�.　組合広報誌を毎号贈呈

2.　広報誌に無料で広告掲載が出来る。

3.　広報紙面において加入後１回に限り、賛助会

員紹介として企業紹介・事業紹介をする事が

出来る。

4.　賛助会員の共同購入事業を詳しく紹介するた

めの講習会を実施する事が出来る。

5.　年１回、組合総会の懇親会に参加する事が出

来る。その他についても計画中です。

 賛助会員にご加入希望の方、及び、入会のご

紹介をいただける方は組合事務局へご連絡く

ださい。詳細についてご案内致します。

現在、下記６社の賛助会員が在籍中です。

１．丸大食品（株）

２．矢崎エナジーシステム（株）

３．（株）Ｆ - ＳＵＮツーリストジャパン

４．コマツカスタマーサポート ( 株 )

５．ユナイテッド・インシュアランス（株）

６．極東開発工業（株）
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年間広告掲載会社のご紹介

広報誌では、組合総合名簿の協賛広告にご協力頂

きました企業・団体に対し１回ずつ２年に渡り、

無料で広告掲載をさせて頂いております。

その中の１社である矢崎エナジーシステム㈱

より年間掲載（有料）のお申し込みを頂いており

ます。有難うございます。

又、賛助会員でもあります。

どうぞこの機会に皆様も有料広告掲載をご検討い

ただきますよう宜しくお願い致します。

お申込みや料金等の詳細につきましては、広告先

頭ページのご案内をご参照ください。

矢崎エナジーシステム株式会社
TEL:03-5782-2703　 　FAX:03-5782-2737

〒 108-0075　東京都港区港南 1-8-5　Ｗビル６Ｆ
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本　　社  〒955-8691  新潟県三条市福島新田丙2318-1
   TEL 0256-45-1251・FAX 0256-45-2204

東京支店  〒101-0061  東京都千代田区三崎町2-6-7
   TEL 03-3263-4531・FAX 03-3262-6918

藤川達郎

4－9－5


